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野
珀
拡
親
1
石
で

爽
仮
言
右
学
添

　

最
近
の
ア
ウ
ト
ド
ア
（
野
外
レ
ジ
ャ
ー
）
ブ
ー
ム
の
中
で
、
中
高
年

の
登
山
や
若
者
の
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
自
然
と
親
し
む
人
た
ち
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
陰
で
自
然
破
壊
が
進
ん
で

い
く
と
い
う
弊
害
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
、
当
市
に
お
い

て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
一
度

自
然
保
護
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

オートキャンプを楽しむ家族連れ

（麻那姫湖青少年旅行村で）

恵
ま
れ
た
自
然
環
境

　

私
た
ち
の
住
む
大
野
市
の
森
林

面
積
は
約
四
万
五
千
レ
、
市
全
体

の
八
十
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

刈
込
池
の
あ
る
小
池
周
辺
は
白
山

国
立
公
園
に
、
経
ヶ
岳
や
荒
島
岳

周
辺
は
県
立
自
然
公
園
に
そ
れ
ぞ

れ
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
内
に
は
九
頭
竜
川
・
真
名
川
・

清
滝
川
・
打
波
川
な
ど
が
流
れ
、

上
流
で
峡
谷
美
を
か
も
し
出
し
て

い
ま
す
。

進
む
野
外
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー
ム

　

最
近
、
こ
の
よ
う
な
自
然
を
求

め
、
市
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
荒
島
岳
・
赤
兎

山
・
ゴ
。
ノ
峰
な
ど
へ
の
登
山
客
、

ま
た
小
池
公
園
・
麻
那
姫
湖
青
少

年
旅
行
村
（
中
島
公
園
）
な
ど
へ

の
キ
ャ
ン
パ
ー
が
代
表
的
な
も
の

で
す
。

　

平
成
九
年
中
に
お
い
て
は
、
荒

島
岳
・
経
ヶ
岳
に
約
三
万
五
千
人

が
、
麻
那
姫
湖
周
辺
に
は
約
四
万

二
千
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
本
の
「
日
本
百
名
山
（
深

田
久
弥
著
）
」
で
紹
介
さ
れ
た
荒

島
岳
は
全
国
的
に
、
再
整
備
さ
れ

た
麻
那
姫
湖
旅
行
村
は
関
西
や
中

京
方
面
か
ら
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
持
ち
帰
り
が
原
則

　

平
成
八
年
度
に
市
が
取
得
し
た

巣
原
地
区
の
平
家
平
周
辺
に
も
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
姥
ヶ
岳
へ
の
登

山
や
ブ
ナ
林
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な

ど
で
す
。
周
辺
に
は
市
の
天
然
記荒島岳頂上でくつろぐ愛媛県の夫婦



守っていきたい

平家平に落ちていたごみ

念
物
の
大
ト
チ
ノ
キ
や
ミ
ズ
ベ
シ

コ
ウ
自
乍
地
が
あ
o
、
ブ
ナ
林
の

中
で
は
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
い
た
よ

う
な
オ
ウ
レ
ン
畑
を
見
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
山
々
の
増
加
に
伴

っ
て
、
ご
み
・
た
ば
’
』
の
吸
い
が

ら
の
ポ
イ
捨
て
や
山
菜
の
乱
獲
な

ど
、
自
然
環
境
破
壊
問
題
も
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

六
月
に
訪
れ
た
と
き
に
は
、
ブ

ナ
林
へ
通
じ
る
作
業
道
に
山
菜
を

収
っ
た
後
の
ご
み
が
散
乱
し
、
姥

ヶ
岳
の
登
山
道
に
は
空
き
瓶
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
が
投
げ
捨
て
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
を
管
理
す

る
川
端
さ
ん
は
「
マ
ナ
ー
が
あ
ま

り
良
く
な
い
の
は
、
巾
内
の
客
や

家
族
連
れ
、
女
性
同
七
の
グ
ル
ー

プ
に
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」

と
落
ち
て
い
た
ご
み
を
拾
い
L
げ

ま
し
た
。

　

野
外
で
は
、
ご
み
は
持
ち
帰
る

こ
と
が
大
原
則
。
む
や
み
に
昆
虫

や
植
物
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
も

遠
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
国

I
公
園
や
県
僕
自
然
公
園
の
指
定

地
域
で
は
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
然
は
ゆ
っ
く
り
と
観
察

し
親
し
む
も
の
で
す
。

取
得
は
環
境
保
全
が
目
的

　

巾
が
平
家

平
周
辺
を
取

得
し
た
日
的

は
、
自
然
保

護
も
含
め
て

環
境
保
全
を

図
る
た
め
で

す
。

　

こ
の
管
理

は
、
人
野
巾

森
林
組
八
日
へ

委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
管
理
は
、
さ
山
道
や
作

業
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
や
オ
ウ
レ
ン
と
い
っ
た
貴
重

な
植
物
の
保
護
な
ど
で
す
。

調
査
後
に
活
用
検
討

　

平
家
平
は
ま
だ
ま
だ
未
知
数
の

部
分
が
多
く
、
平
成
九
年
度
か
ら

ミ
年
を
か
け
、
周
辺
の
自
然
生
態

系
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
植
物
が
自
生
し
、
ど
ん

な
昆
虫
・
動
物
が
生
息
し
て
い
る

の
か
な
ど
を
調
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
基
に
、
専
門
家
や

関
係
者
な
ど
の
意
見
を
聞
き
、
こ

の
「
自
然
の
ま
ま
の
森
林
公
園
」

の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

f
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
主
旨
を
理

解
し
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 生態調査のための捕虫網

マナーを守って

　　　　

気持ちよ＜

平家平の管理人

　　

川端保さん

　　　　　

（61歳・森林組合勤務）

　

林道や公有林の管理を担当しています。

　

平家平へは週に3回程度、同僚と一

緒にパトロールに行きます。出掛ける

曜日や時間は特に決めておらず、夜中

のこともよくあります。

　

パトロールでごみのぽい捨てを注意

すると、市外からの客はたいてい素直

に応じてくれます。言葉でだいたい地

元の人かどうかは、判断できます。

　

週に何回かは交代で、麻那姫湖青少

年旅行村の管理にも行きますが、ここ

を利用する人のマナーはずいぶん良く

なっています。ごみの後始末や分別を

しっかり行ってくれます。芝生の上で

直接火を燃やす人もいなくなりました。

　

皆さんが、このように自然に対して

優しい気持ちを持ってくれればと思い

ます。
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市
環
境
基
本
条
例
を
制
定

　

最
近
の
環
境
問
題
は
、
従
来
の
産
業
公
害
だ
け
で

は
な
く
、
都
市
型
公
害
・
生
活
型
公
害
、
ま
た
、
地

球
の
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
な
ど
地
球
規
模
で

の
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

応
し
よ
う
と
、
市
で
は
こ
の
ほ
ど
大
野
市
環
境
基
本

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

多
様
化
で
対
応
不
十
分
に

　

市
で
は
昭
和
四
十
九
年
に
大
野

市
環
境
保
全
条
例
を
制
定
し
、
工

場
・
事
業
所
か
ら
の
騒
音
や
水
質

汚
濁
な
ど
産
業
公
害
問
題
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
家

庭
か
ら
の
生
活
排
水
に
よ
る
河
川

の
水
質
汚
濁
な

ど
今
日
の
多
様

化
し
て
い
る
環

境
問
題
に
対
し
、

規
制
を
中
心
と

し
た
条
例
だ
け

で
は
十
分
な
対

応
が
で
き
な
く

な
っ
て
さ
沢
レ
応

　

そ
こ
で
「
環

境
」
を
公
害
だ

け
で
な
く
景
観

や
地
下
水
な
ど

を
含
め
て
幅
広

く
と
ら
え
、
今

年
ゴ
ー
月
に
「
大

野
市
環
境
基
本

条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

基
本
は
1
0
の
施
策

　

こ
の
条
例
は
、
次
の
十
項
目
に

関
し
て
の
施
策
を
実
施
す
る
よ
う

に
定
め
て
い
ま
す
。

・
公
害
の
防
止

・
水
や
大
気
な
ど
自
然
を
構
成
す

　

る
要
素
の
保
全

・
河
川
や
山
林
な
ど
自
然
環
境
の

　

体
系
的
な
保
全

・
野
生
生
物
の
種
の
保
存
や
そ
の

　

ほ
か
の
生
物
の
多
様
性
の
確
保

・
良
好
な
景
観
の
形
成
と
歴
史
的

　

文
化
遺
産
の
保
存

・
地
下
水
の
合
理
的
利
用
と
保
全

・
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
利
用

・
廃
棄
物
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　

の
推
進

・
温
暖
化
の
防
止
や
オ
ゾ
ン
層
の

　

保
護
な
ど
地
球
環
境
の
保
全

・
環
境
へ
の
負
荷
低
減

2
年
で
基
本
計
画
策
定

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
条
例
は
環
境
基
本
計
画

を
定
め
る
よ
う
規
定
し
て
い
ま
す
。

計
画
は
、
環
境
に
つ
い
て
市
や
事

業
者
、
市
民
が
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
を
示
す
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
地
球
環
境
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
家
庭
や
職
場
で
ど

の
よ
う
な
行
動
を
と
り
、
地
下
水

や
自
然
環
境
を
今
後
ど
の
よ
う
に

守
っ
て
い
く
か
と
い
う
方
向
性
を

定
め
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
は
、
平
成
十
一
年
度
ま
で

の
二
ヵ
年
で
策
定
し
、
懇
談
会
や

ア
ン
ケ
ー
ト
、
自
由
参
加
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
で
市
民
の
皆
さ
ま

の
意
見
を
十
分
お
聴
き
し
、
内
容

に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
策
定

後
に
は
、
当
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

　

環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
た
く
さ
ん
の
市
民
や
事
業
者

が
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
市
の
環
境

が
よ
り
良
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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調
整
田
も
地
下
水
保
全
に
一
役

1
2
月
ま
で
水
張
り
に
市
補
助
金

　

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
地
下
水
保

全
の
た
め
に
、
稲
作
の
生
産
調
整

の
一
つ
「
調
整
水
田
」
の
一
部
に

市
独
自
の
補
助
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
水
田
に
稲
を
植

え
ず
に
水
を
張
つ
た
だ
け
に
し
て

管
理
し
、
水
田
に
蓄
え
た
水
を
地

下
に
染
み
込
ま
せ
、
冬
場
の
市
街

地
の
地
下
水
位
低
下
を
防
ぐ
こ
と

が
狙
い
で
す
。

　

対
象
地
域
は
、
大
野
、
小
山
、

上
庄
地
区
の
清
滝
川
左
岸
の
一
部

の
水
田
で
す
。

　

水
を
張
る
期
間
は
、
従
来
の
調

整
水
田
実
施
時
期
を
継
続
さ
せ
て

十
二
月
ま
で
で
す
。
上
ダ
当
た
り
、

国
の
転
作
補
助
金
一
万
五
千
円
に

加
え
て
市
の
補
助
金
一
万
八
千
百

円
、
計
ご
J
万
三
千
百
円
か
交
付
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
、
平
成
十
・

十
一
年
度
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
昭
和
五
十
こ
年
か
ら
市

街
地
南
部
で
、
冬
期
間
に
水
田
を

借
り
上
げ
水
を
張
っ
た
り
、
農
業

用
排
水
路
を
浸
透
性
の
も
の
に
し

た
り
し
て
地
下
水
の
保
全
対
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
こ

れ
に
農
業
実
施
面
か
ら
も
保
全
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。皿皿
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健
康
保
養
施
設
の
実
施
設
計
ま
と
ま
る

プ
ー
几
と
温
浴
で
宕
ら
ぎ

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
増
進
と
心
身
の
安
ら
ぎ
を
図

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
健
康
保
養
施
設
の
建
設
計

画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
施
設
の
実
施
設
計

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
現
在
、
用
地
造
成
や
進
入
路
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
秋
に
は
本
体
工
事
に
着
手
し
、

平
成
十
二
年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

施設の外観模型

屋内プールのイメージ図

　

保
養
施
設
を
建
設
す
る
場
所

は
、
市
北
部
の
南
新
在
家
地
係
で
、

国
道
1
5
7
号
の
東
側
で
す
。

　

敷
地
面
積
は
、
約
二
～
二
八
施
設

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
一

部
木
構
造
、
地
上
二
階
建
て
で
、

延
べ
面
積
は
約
三
千
四
百
平
方
レ

で
す
。

市
の
新
し
い
顔
に

　

中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
に

よ
り
、
施
設
は
、
将
来
の
市
の
玄

関
口
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
施
設
は
市
の
「
新
し
い
顔
」

と
し
て
、
外
観
は
未
来
へ
強
く
羽

ば
た
く
姿
を
モ
チ
ー
フ
に
、
大
き

な
二
枚
の
羽
の
よ
う
な
大
屋
根
で

建
物
を
覆
い
、
小
さ
な
芽
が
伸
び

る
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
塔
を
配

し
て
い
ま
す
。

各
世
代
が
利
用

　

こ
の
施
設
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
の
各
世
代
が
気
軽
に

利
用
し
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
温
浴
ゾ

ー
ン
が
核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
屋
内
と
屋

外
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
屋
内
に

は
温
水
プ
ー
ル
が
あ
り
、
年
間
を

通
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
二
十
五

ド
こ
ニ
コ
ー
ス
の
ス
イ
ミ
ン
グ
プ

ー
ル
と
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る

波
の
プ
ー
ル
、
幼
児
用
の
浅
い
プ

ー
ル
で
す
。
ま
た
、
水
着
を
付
け

た
ま
ま
暖
を
取
れ
る
よ
う
に
、
ジ

ャ
グ
ジ
ー
を
中
心
と
し
た
バ
ー
デ

（
入
浴
）
ゾ
ー
ン
も
備
え
て
い
ま

す
。

　

屋
外
プ
ー
ル
は
、
流
水
プ
ー
ル

と
滑
り
台
を
備
え
て
い
て
、
夏
期

の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

期
間
を
決
め
交
互
に
利
用

屋
内
の
温
浴
ゾ
ー
ン
は
、
大
き

な
メ
イ
ン
浴
槽
の
ほ
か
に
露
天
風

呂
や
薬
湯
、
サ
ウ
ナ
な
ど
を
備
え

ま
す
。

　

な
お
、
二
つ
の
浴
室
は
一
定
期

間
ご
と
に
男
女
交
互
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
内
に
は
休
憩
す
る

こ
と
が
で
き
る
大
広
間
や
個
室
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
な
ど

も
備
え
ら
れ
ま
す
。

　

将
来
、
屋
外
に
は
九
頭
竜
川
・

真
名
川
の
両
河
川
敷
を
一
体
的
に

活
用
し
、
公
共
下
水
道
の
終
末
処

理
場
施
設
と
も
連
携
し
て
「
水
と

触
れ
合
い
、
水
を
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
親
水
公
園
」
も
整
備
す
る

計
画
で
す
。

温浴ゾーンのイメージ図



天
谷
光
治
氏
が
再
選

第
1
2
代
市
長
決
ま
る

　

任
期
満
r
（
七
月
六
日
）
に
伴

う
市
長
選
挙
が
、
六
月
七
日
に
告

示
さ
れ
、
現
職
の
天
谷
光
治
氏

（
陽
明
町
ご
I
ト
目
・
四
十
九
歳
）

が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
五
時
ま
で
に
ほ
か
の

候
補
者
か
ら
の
届
け
出
は
な
く
、

天
谷
氏
の
当
選
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

天
谷
氏
は
再
選
で
二
期
目
、
第

十
二
代
市
長
と
な
り
ま
す
。

　

任
期
は
、
七
月
七
日
か
ら
平
成

十
四
年
七
月
六
日
ま
で
の
四
年
間

で
す
。

　

市
長
選
の
無
投
票
は
ニ
ト
年
ぶ

り
で
、
市
制
施
行
（
昭
和
二
十
九

年
七
月
）
以
来
四
回
目
で
す
。

屡奮柘良初登庁1弱麗頭7、庁舎前で）

ともに信頼し高め合う市政を

大野市長天谷光治

　

市民の皆さまのご支援を賜り、引き続き市政

の重責を担うことになりました。

　

皆さまからお寄せいただきました信頼にお応

えするため、新たな情熱と決意をもって市政の

推進に全力を尽くして参りたいと思います。

　　

「市民とともに高めあい創り出す市政」をモ

ットーに「力強く、やさしく、美しい大野」の

実現を目指していきます。人づくり、産業の振

興、高齢化への対応などを重点として、「学び

の里」づくり、ベンチャー産業・大野ブランド

づくりへの支援、健康と生きがいの場づくり、

在宅福祉と医療体制の整備などを進めるととも

に、21世紀への風格ある大野らしい景観づくり

や、中部縦貫自動車道建設、広域行政、平成大

野屋事業など、人・物・情報のネットワークづ

くりについて積極的に取り組んでいきます。

　

皆さまの一層の、ご協力をお願いいたします。

市議補欠選も無投票

遠藤●千藤両氏が初当選

遠藤晃新議員

（69歳・中挾二丁目）

千藤弘二新議員

　

（54歳・下黒谷）

　

市
長
選
と
同
時
に
告
示
さ
れ
た

市
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
（
二
人

欠
員
）
に
は
、
遠
藤
晃
氏
と
千
藤

弘
二
氏
の
二
人
が
立
候
補
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
、
午
後
五
時
ま
で
に
ほ

か
の
候
補
者
か
ら
届
け
出
は
な

く
、
両
氏
の
無
投
票
で
の
初
当
選

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
六
月
十
五
日
の
当
選

証
書
交
付
日
か
ら
来
年
二
月
二
十

日
ま
で
で
す
。

　

来
年
二
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の

市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
は
、
定

数
が
現
在
よ
り
二
人
減
り
二
十
二

人
と
な
り
ま
す
。

⑤
⑤
似
市
⑤
襄
果
言
⑤

　

こ
の
ほ
ど
市
で
は
平
成
ｔ
年
版

市
勢
要
覧
「
お
お
の
」
を
作
製
し

ま
し
た
。

　

市
勢
要
覧
は
一
一
年
ご
と
に
更
新

し
、
今
ま
で
は
一
冊
に
ま
と
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
新
し
い
要
覧
は
、

グ
ラ
ビ
ア
編
と
資
料
編
の
別
冊
つ

づ
り
で
、
い
ず
れ
も
Λ
四
判
サ
イ

ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ビ
ア
編
で
は
、
写
真
を
数

多
く
用
い
て
市
を
分
か
り
や
す
く

紹
介
し
て
い
ま
す
。
前
半
は
、
名

水
や
歴
史
、
自
然
、
祭
り
が
テ
ー

マ
で
、
こ
れ
に
関
連
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
る
市
民
も
登
場
し
て
い

ま
す
。
後
半
は
「
力
強
い
大
野
、

。
さ
し
い
大
野
、
美
し
い
大
野
の

実
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
産
業
や
教

育
、
福
祉
な
ど
の
施
策
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

資
料
編
は
、
市
の
統
計
デ
ー
タ

ー
を
中
心
に
、
グ
ラ
フ
や
イ
ラ
ス

ト
を
多
く
使
っ
て
見
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
覧
は
、
主
に
市
外
で
研

修
す
る
と
き
や
当
市
へ
の
訪
問
客

に
市
の
概
要
を
説
明
す
る
と
き
に

資
料
と
し
て
使
い
ま
す
。

　

配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
直
役

所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

ど
う
ぞ
。

固冒頭高司
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第
三
上
四
回
越
前
大
野
名
水
マ

ラ
ソ
ン
が
五
月
二
十
四
日
、
県
内

外
か
ら
約
三
千
人
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
村
岡
し
げ
子
さ

ん
・
由
章
君
親
子
（
柿
ケ
島
）
が

力
強
く
選
手
宣
誓
。
競
技
は
新
設

の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
か
ら
開
始
さ

れ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
元
気
に
ス
タ
ー

ト
。
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
新
緑

の
大
野
路
を
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　　　　

一一

　　　　

’－iト．

　　　　　　　

，4●●゛’j：“rk？i7’y3・・‰i＿＿＝

市
民
の
成
績
（
6
位
以
内
）

2
キ
ロ
ー
年
親
子
③
石
坂
千
秋

　

・
駿
（
陽
明
町
1
）
④
大
久
保
雅

章
・
彰
人
（
元
町
）
⑤
藤
森
勉
・

崇
（
東
山
）
▼
2
年
親
子
①
鈴
木

武
彦
・
洋
平
（
水
落
町
）
②
田
中

孝
典
・
勇
気
（
月
美
町
）
④
宮
腰

正
樹
・
諒
（
中
野
）
⑥
松
田
耕
明

・
直
久
（
要
町
）
▼
3
年
親
子
①

鈴
木
武
彦
・
沙
匝
加
（
水
落
町
）

④
木
下
和
宏
・
貴
博
（
美
里
町
）

▼
4
年
親
子
②
寺
西
哲
巾
一
・
太
貴

　

（
中
野
）
④
木
戸
日
正
和
・
達
登

　

（
明
倫
町
）
▼
小
学
男
子
②
笹
嶋

賢
吾
（
有
終
西
）
③
藤
田
祐
哉

（
小
山
）
⑤
出
村
真
太
郎
（
上
庄
）

⑥
前
田
泰
志
（
有
終
東
）
▼
小
学

女
子
③
毎
川
恭
葉
（
有
終
東
）
⑤

大
谷
有
加
（
下
庄
）
⑥
野
寺
由
夏

　

（
有
終
東
）
▼
一
般
女
子
3
9
歳
以

下
①
砂
子
英
恵
（
本
町
）
④
波
崎

留
美
（
八
町
）
⑥
妙
願
枝
里
那

　

（
佐
開
）
▼
一
般
男
子
4
0
歳
以
上

②
高
津
秀
登
工
舌
）

3
キ
ロ
▼
中
学
男
子
③
米
村
仁

志
（
陽
明
）
⑤
乾
川
尚
隆
（
陽
明
）

▼
中
学
女
子
③
野
寺
真
由
（
陽
明
）

⑤
筒
井
裕
子
（
陽
明
）
⑥
前
田
麻

美
（
陽
明
）

5
キ
ロ
▼
一
般
男
子
2
9
歳
以
下

⑤
小
林
亮
治
（
中
荒
井
町
）

什：lil疹目往けア，ラストス八二：｜ヽ

左から招待選の下薗みどりさん

　

一
叉

にと飛河冊子さ，｜。飛田幸7監督

●
九
頭
竜
テ
ラ
ル
高
原

　
　
　
　

テ
ニ
ス
響
1
9
8

日
時
8
月
2
2
日
①
午
前
8
時
・

　

2
3
日
⑨
午
前
8
時

場
所
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
ほ
か

内
容
2
2
日
①
ダ
ブ
ル
ス
リ
ー

　
　

（
3
人
I
チ
ー
ム
の
ダ
ブ
ル
ス

　

団
体
戦
）
・
テ
ニ
ス
ス
タ
ー

　

ル
・
懇
親
会
▼
2
3
日
⑨
ダ
ブ
ル

　

ス
団
体
戦
（
3
組
I
チ
ー
ム
）

参
加
料
ダ
ブ
ル
ス
リ
ー
ー
人
1

　

5
0
0
円
、
ス
ク
ー
ル
ー
人
1

　

0
0
0
円
、
懇
親
会
1
人
1
0

　

0
0
円
、
ダ
ブ
ル
ス
団
体
戦
1

　

組
3
0
0
0
円
（
当
日
持
参
）

申
込
締
切
日
8
月
1
4
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
九

　

頭
竜
テ
ラ
ル
高
原
テ
ニ
ス
響
砺

実
行
委
員
会
（
豊
8
8
・
2
7
6

0
）

●
第
3
0
回
市
少
年

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
催
日
8
月
1
日
①
～
2
日
⑧

　
　

（
雨
天
の
場
合
、
4
日
㈹
ま
で

　

順
延
）

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
資
格
大
野
郡
市
の
小
学
校

　

に
在
籍
す
る
児
童

競
技
方
法
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

　
　

（
敗
者
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行

　

う
）

申
込
締
切
日
7
月
1
0
日
③

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

ラージボール卓球の全国大会で初優勝

　

奈良市中央体育館で5月21日から4日間開催され

た全日本ラージボール卓球選手権の男子ダブルス50

歳以上Cクラスで嶋田隆雄さん（元町）・松田英雄

さん（美里町）ペアが初優勝、また男子シングルス

40歳以上Cクラスでも長谷川勝美さんが初優勝しま

した。一般の愛好者から国体経験者まで、全国から

40歳以上の1、300人が参加した大会での快挙で

した。

左j1ヽらj嶋E4さχ、松田4大八長谷川さ／l・
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歯と歯ぐきの健康

歯周病

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
事
を
楽
し
む
た
め
に

4
0
代
か
ら
予
防
の
心
掛
け

　

歯
周
病
は
、
歯
ぐ
き
が
慢
性
的
に
炎
症
を
起
こ
し
て
い

る
歯
肉
炎
が
さ
ら
に
進
ん
だ
病
気
で
、
生
活
習
慣
病
の
一

つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
は
毎
年
、
健
康
診
査
と
同
時

に
歯
の
健
康
相
談
を
市
内
二
十
二
の
会
場
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
、
そ
の
結
果
と
歯
周
病
の
予
防
つ
い
て
話

を
し
ま
し
よ
う
。

二
十
本
で
食
事
の
満
足
感

　

8
0
2
0
運
動
を
ご
存
じ
で
す

か
。
八
十
歳
に
な
っ
て
も
、
自
分

の
歯
を
二
十
本
以
上
保
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

人
間
の
歯
は
、
第
三
大
臼
歯

（
親
不
知
歯
）
を
含
め
な
け
れ
ば

全
部
で
二
十
八
本
。
こ
の
う
ち
二

ト
本
残
っ
て
い
れ
ば
物
を
か
む
こ

と
が
で
き
、
食
事
に
満
足
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
歯
ぐ

き
が
激
し
く
痛
ん
だ
り
、
歯
が
ぐ

ら
ぐ
ら
し
て
物
が
か
め
な
い
状
態

に
な
り
、
し
ま
い
に
は
歯
が
抜
け

て
し
ま
い
ま
す
。

相
談
で
改
善

　

成
人
の
歯
が
抜
け
る
原
因
は
、

虫
歯
・
歯
周
病
が
大
半
で
す
。
市

が
行
う
歯
の
健
康
相
談
で
は
、
歯

の
清
掃
状
態
や
歯
肉
の
健
康
度
、

虫
歯
の
本
数
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
八
年
度
と
九
年
度
の
結
果

を
比
較
し
た
も
の
が
表
I
で
す
。

ど
の
項
目
で
も
、
歯
の
健
康
状
態

が
良
く
な
っ
て
い
て
、
相
談
を
き

っ
か
け
に
歯
の
磨
き
方
を
改
善
す

る
な
ど
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
二
十
本
以
上
歯
が
残

っ
て
い
る
人
の
割
合
は
、
表
2
の

と
お
り
で
、
六
十
歳
代
か
ら
そ
の

割
合
が
極
端
に
減
っ
て
い
ま
す
。

8
0
2
0
の
達
成
に
は
ま
だ
ま
だ

か
か
り
そ
う
で
す
。
特
に
、
四
十

歳
代
か
ら
歯
周
病
の
予
防
に
心
掛

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

歯
周
病
予
防
の
実
践

・
寝
る
前
に
は
、
五
分
以
上
歯
を

　

磨
く

・
歯
科
医
院
の
定
期
検
診
や
ブ
ラ

　

ッ
シ
ン
グ
指
導
を
受
け
る

・
歯
石
は
除
去
し
て
も
ら
う

・
毎
食
後
に
歯
磨
き
を
す
る

　

以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
、
歯
周

病
の
予
防
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。

表1歯の健康状態の割合

表2自分の歯が20本以上ある人の割合

ちょつと気になる栄養の話

　

歯の健康を守る食生活の基本は、バランスの

良い食事と丈夫な歯をつくる栄養素を含む食品

をとり、廿い物を極力控えることです。

　

バランスが良い食事は、健康な体と病気に対

する抵抗力をつくります。

　

丈夫な歯をつくる栄養素は、良質のたんぱく

質（歯の土台の材料）、ビタミンA（エナメル

質のヒ台を仕上げる）、ビタミンC（象牙質の

l1台を仕Lげる）、カルシウム（石灰化の材料）

などです。良質のたんぱく質は鶏肉・卵・ダイ

ス・牛乳、ビタミンAはレバー・バター・卵

黄・ホウレンソウ・ニンジン、ビタミンCはイ

チゴ・ミカン・トマト、カルシウムはスキムミ

ルク・牛乳・ヒジキ・チーズ・シラス干しに多

く含まれています。

　

目‘い物を食べるときは、時間と量を決めて食

べるようにし、寝る前のおやつは控えましょう。

皆さ。り）傭，晦づ0，降彿判丿，浅す・俣傭センター（065・7333！



暮
ら
し
の

ア
芥
君
寸
ス

天然果汁ジュース

味や香りでストレートに軍配

　

果
実
飲
料
に
は
、
濃
縮
果
汁
、
天
然
果
汁
、
果
汁
飲
料
、

果
肉
飲
料
、
果
汁
入
り
清
涼
飲
料
、
果
粒
入
り
果
実
飲
料

の
六
種
類
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
成
分
の
違
い
に
よ
り
日
本
農
林
規
格
（
J
A
S
）
法
で

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
果
汁
の
含
有
率
が
百
％

の
天
然
果
汁
飲
料
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
よ
う
。

濃
縮
還
元
と
ス
ト
レ
ー
ト

　

九
二
年
四
月
に
オ
レ
ン
ジ
果
汁

の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
、
果
汁
百

％
（
天
然
果
汁
）
の
ジ
ュ
ー
ス
は
身

近
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

天
然
果
汁
飲
料
に
は
、
「
濃
縮

果
汁
還
元
」
と
い
う
表
示
の
あ
る

も
の
と
、
い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
レ
ー

ト
果
汁
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

果
実
飲
料
の
原
料
果
汁
に
は
、

果
実
を
搾
っ
た
ま
ま
の
果
汁
「
ス

ト
レ
ー
ト
」
と
、
搾
っ
た
果
汁
の

水
分
を
取
り
除
い
て
、
五
～
六
分

の
一
程
度
の
重
量
ま
で
濃
縮
し
た

「
濃
縮
果
汁
」
の
二
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

低
温
で
保
存
し
て
お
い
た
ス
ト

レ
ー
ト
果
汁
を
そ
の
ま
ま
殺
菌
し

て
製
品
に
し
た
も
の
は
「
天
然
果

汁
」
ま
た
は
「
天
然
果
汁
（
ス
ト

レ
ー
ト
）
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
濃
縮
果
汁
を
濃
縮
す
る

前
の
状
態
ま
で
水
を
加
え
て
戻
し

た
（
還
元
）
後
、
殺
菌
し
て
製
品

に
し
た
も
の
は
「
天
然
果
汁
（
濃

縮
果
汁
還
元
）
」
と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
般
に
飲
ま
れ
て
い
る
果
汁
飲

料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
濃
縮
果
汁
か

ら
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
濃
縮
す

る
こ
と
で
貯
蔵
や
輸
送
の
経
費
が

節
約
で
き
、
年
中
安
定
的
に
供
給

で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
比
べ

て
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
は
、
ど
う
し

て
も
割
高
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
香
り
や
味
の
面
で
は

ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
に
軍
配
が
上
が

る
よ
う
で
す
。

テ
ス
ト
結
果
の
な
い
栄
養
価

　

天
然
果
汁
ジ
ュ
ー
ス
の
栄
養
価

の
違
い
に
つ
い
て
は
、
濃
縮
果
汁

還
元
と
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
を
比
較

し
た
テ
ス
ト
結
果
が
現
在
な
い
た

め
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

よ
く
行
わ
れ
て
い
る
真
空
濃
縮

で
は
、
濃
縮
と
還
元
し
殺
菌
す
る

と
き
の
二
回
加
熱
す
る
た
め
、
多

少
ビ
タ
ミ
ン
C
が
損
な
わ
れ
る
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
ビ
タ

ミ
ン
C
は
、
原
料
の
質
に
左
右
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
ス
ト
レ
ー
ト
果

汁
で
も
、
搾
汁
し
て
か
ら
す
ぐ
製

品
に
す
る
シ
ー
ズ
ン
パ
ッ
ク
と
そ

う
で
な
い
も
の
と
で
も
ビ
タ
ミ
ン

C
の
含
有
量
は
変
わ
り
ま
す
。
ま

た
、
ビ
タ
ミ
ン
C
（
ア
ス
コ
ル
ビ

ン
酸
）
な
ど
が
添
加
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
、
一
概
に
多
い
少
な

い
を
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

濃
縮
果
汁
還
元
は
安
価
で
入
手
し

や
す
い
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
果
汁
は

風
味
が
味
わ
え
る
な
ど
の
特
徴
が

あ
り
、
好
み
で
選
ぶ
と
よ
い
で
し

よ
’
つ
。

9
9
年
か
ら
具
体
的
に
表
示

　

農
林
水
産
省
で
は
、
消
費
者
に

誤
解
を
与
え
や
す
い
果
汁
飲
料
の

「
天
然
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
を

禁
止
し
、
「
ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ュ
ー

ス
」
や
「
濃
縮
果
汁
還
元
ジ
ュ
ー

ス
」
「
ジ
ュ
ー
ス
」
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
表
記
に
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
農
林
規
格
法

の
表
示
を
改
正
し
、
猶
予
期
間
を

置
い
て
九
十
九
年
か
ら
実
施
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ酋66・1111内線464 （lふ；）



■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
i

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
今月のスナップ

　　　

アー気持ちいい
（ショウブ湯でリフレッシュ）

＜るー・39登場 大野名水走友会

走
る
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
お
う

　

走
る
こ
と
が
好
き
な
仲
間
が
集

ま
り
、
平
成
六
年
一
月
に
大
野
名

水
走
友
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
三
十
人
の
走
る
仲
間
が
い

ま
す
。

　

走
友
会
の
活
動
は
、
練
習
会
。

学
習
会
の
開
催
や
各
地
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
へ
の
参
加
が
主
で
す
。
毎

年
七
月
の
合
同
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
元

日
の
初
詣
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
や
地
元

の
名
水
マ
ラ
ソ
ン
へ
参
加
、
昨
年

は
奥
越
駅
伝
に
も
ニ
チ
ー
ム
で
参

加
し
ま
し
た
。

　
　

「
マ
ラ
ソ
ン
は
個
人
競
技
で
す

か
ら
。
人
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
で
も
、
同
じ
趣
味
を
持
っ

た
仲
間
が
い
る
と
、
も
っ
と
楽
し

く
な
り
ま
す
。
全
然
違
う
職
業
の

人
た
ち
で
も
、
走
る
こ
と
を
通
し

て
自
然
に
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
さ
を
分
か
ち
合
え

ま
す
」
と
、
会
長
の
石
田
欽
一
さ

ん
は
微
笑
み
ま
す
。

　

名
水
マ
ラ
ソ
ン
で
は
毎
回
、
競

技
終
了
後
に
完
走
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
い
ま
す
。
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の

距
離
、
目
標
の
タ
イ
ム
で
マ
ラ
ソ

ン
に
臨
み
ま
す
。
マ
ラ
ソ

ン
が
終
わ
れ
ば
完
走
の
満

足
感
と
新
た
な
や
る
気
が

出
て
き
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
喜
び
を
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
す
。

　
　

「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
参

加
し
た
後
、
み
ん
な
で
わ

い
わ
い
騒
ぐ
こ
と
も
楽
し

い
で
す
。
自
分
も
含
め
て
、

走
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
の

調
ｚ
レ
が
良
く
な
っ
た
人
が

多
い
で
す
よ
」
と
石
田
さ

ん
は
、
仲
間
と
の
写
真
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
野
名
水
走
友
会
で
は

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
人

と
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
を

分
か
ち
合
い
た
い
」
と
加

入
者
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
二

十
歳
以
上
の
市
民
な
ら
だ
わ
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
事
務
局
の
深
草
深
英
さ
ん

（
酋
6
5
●
0
6
6
6
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
都
市
に
と
っ
て

　

自
然
と
は
な
に
か
』

　

先
日
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
「
大
野

と
い
え
ば
自
然
だ
よ
ね
」
と
い
う

会
話
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。
「
そ

れ
じ
ゃ
、
大
野
の
自
然
て
何
」
と

思
い
な
が
ら
聞
い
て
い
る
と
「
六

呂
師
高
原
や
麻
那
姫
湖
青
少
年
旅

行
村
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
、

芝
生
の
上
で
遊
び
ま
し
よ
う
」
と

の
こ
と
。
こ
の
言
葉
に
市
外
の
人

た
ち
か
ら
見
た
大
野
の
イ
メ
ー
ジ

を
垣
間
見
た
気
が
し
ま
し
た
。
同

時
に
。
自
然
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
考
え
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

広
辞
苑
で
〃
自

然
と
は
「
天
然

の
ま
ま
で
人
為
の

加
わ
ら
な
い
さ
ま

●
も
の
の
本
性
、

本
質
・
人
間
を
含

め
て
天
地
間
の
万

物
、
宇
宙
」
と
あ

り
ま
す
。
し
か
し

「
大
野
と
い
え
ば

自
然
だ
よ
ね
」
で
の
。
自
然
″
に
は

天
然
の
ま
ま
で
な
く
、
人
為
の
加

わ
っ
た
も
の
も
入
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
為

的
。
自
然
″
と
人
間
の
生
活
や
余
暇

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。
内
容
は
、
財
団
法
人

余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
開
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
人
の
自
由
時
間

－
自
然
と
遊
び
、
大
地
を
育
く
む
」

に
参
加
し
た
七
人
の
意
見
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
の
一
人
、

高
石
と
も
や
氏
は
、
家
族
と
共
に

名
田
庄
村
で
過
ご
し
た
こ
と
に
つ

い
て
「
子
ど
も
た
ち
に
生
き
て
い

く
上
で
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
体
験
を

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　
　

「
環
境
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
ぞ
」
と
い

う
危
機
感
迫
る
環
境
の
本
が
多
い

中
、
本
書
は
「
足
元
の
自
然
を
見

つ
め
、
体
験
す
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
。
自
分
の
生
活
や
余
暇
を
考

え
よ
う
」
と
い
う
視
点
か
ら
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
気
楽
に
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

『都制ことって自然とはなにか』

　

（帥余暇開発センター編著

　　

賄農山漁村文化協会
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私宅，勺・｀ぐこ，そ

B
＆
G
の
空
き
地
に
花
を
植
え
て
く
だ
さ
い

i
G

　

私
た
ち
は
、
み
ん

な
で
よ
く
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育

館
や
プ
ー
ル
に
行
き
ま
す
。

　

B
＆
G
へ
行
っ
た
と
き
に
「
私

た
ち
の
好
き
な
花
が
い
っ
ぱ
い
咲

い
て
い
る
と
い
い
な
あ
」
と
話
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
、
三
人
で
お

願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

B
＆
G
の
前
に
あ
る
大
き
な
木

の
後
ろ
が
空
い
て
い
る
の
で
、
そ

こ
に
い
ろ
ん
な
花
を
植
え
て
く
だ

さ
い
。
で
き
れ
ば
、
花
の
種
類
は

ア
ジ
サ
イ
と
ホ
ウ
セ
ン
カ
、
サ
ル

ビ
ア
を
植
え
て
く
だ
さ
い
。

（
井
尾
展
子
・
木
下
今
日
子
・
松

井
千
鶴
＝
上
庄
小
学
校
三
年
生
）

A

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー
前
に
あ
る
大
き

な
木
は
ヒ
メ
コ
マ
ツ

で
す
が
、
こ
の
西
側
は
昭
和
六
十

年
五
月
に
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
た
と
き
に
は
、
駐
車
場
や
自
転

車
置
き
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
「
建
物
の
周
り
を
き
れ
い

に
し
よ
う
」
と
そ
の
一
部
を
花
壇

に
し
て
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
の
花
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
花
壇
と
駐
車
場
の

間
に
し
っ
か
り
し
た
仕
切
り
が
無

か
っ
た
た
め
に
、
自
動
車
が
乗
り

入
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
冬
に
は
除

雪
し
た
雪
が
積
ま
れ
て
し
ま
っ
た

り
し
て
、
花
壇
が
す
っ
か
り
荒
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
花
壇
に
利
用

で
き
な
い
ま
ま
、
今
で
は
土
も
硬

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
草
花
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
の
よ
う
に
も
う
一
度
花
壇

と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
し
た

花
壇
に
す
る
に
は
、
時
間
や
お
金

が
か
か
り
ま
す
の
で
も
う
少
し
待

っ
て
く
だ
さ
い
。
地
元
の
人
た
ち

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

土
を
盛
っ
て
自
動
車
な
ど
が
乗
り

入
れ
で
き
な
い
よ
う
な
花
壇
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
。

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

頴捗参灯

全
日
本
ジ
ュ
ー
ア
空
手
で
三
位

山
内
健
資
く
ん
（
開
成
中
学
校
一
年
日
吉
町
）

　

山
内
君
は
、
五
月
十
日
に
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
9
8
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
空
手
拳
法
選
手
権
大
会
の
中
学

一
年
生
の
部
で
三
位
に
人
賞
し
ま

し
た
。
中
学
一
年
生
の
部
は
、
関

西
を
中
心
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
二
十
四
人
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
で
の
試
合
。
「
試
合

で
は
、
体
の
大
き
い
相
手
の
方
が

全
力
を
出
せ
ま
す
。
練
習
を
続
け

優
勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
元
気
な

山
内
君
で
し
た
。

　

山
内
君
は
五
歳
か
ら
空
手
を
習

い
始
め
ま
し
た
。
小
学
三
年
生
の

時
に
高
知
か
ら
大
野
へ
引
っ
越
し

て
き
た
た
め
、
空
手
が
習
え
な
く

な
り
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
で
練

習
を
続
け
な
が
ら
、
ス
キ
ー
や
相

撲
、
柔
道
、
陸
上
な
ど
空
手
以
外

に
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験

し
ま
し
た
。

　

小
学
六
年
生
か
ら
、
山
内
君
が

習
っ
て
い
た
流
派
「
英
武
館
」
の

練
習
が
大
野
で
も
で
き
る
こ
と
を

知
り
、
再
び
空
手
を
習
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
　

「
小
さ
い
と
き
は
体
が
弱
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
は
と
て
も
元
気

で
す
。
空
手
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
お
父
さ
ん
。

　
　

「
将
来
、
お
父
さ
ん
の
よ
う
な

治
療
士
に
な
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
障
害

や
腰
痛
で
困
っ
て
い
る
人
の
手
助

け
を
し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め

に
空
手
を
続
け
な
が
ら
、
ほ
か
に

も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
山
内
君
は
、
少
し
照
れ

て
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

お
お
の
図
書
館
友
の
会
で
は
、

昨
年
好
評
だ
っ
た
本
の
リ
サ
イ
ク

ル
市
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
約

二
千
冊
の
本
が
集
ま
り
ま
し
た
。

日
時
7
月
4
日
①
午
前
1
0
時
～

　

午
後
6
時
・
5
日
2
午
前
9
時

　

～
午
後
5
時

会
場
市
図
書
館

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

・
お
ど
り
保
存
会
会
員
募
集

　

越
前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会
で

は
、
踊
り
に
興
味
の
あ
る
人
や
習

っ
て
み
た
い
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
越

　

前
お
お
の
お
ど
り
保
存
会
事
務

　

局
（
大
野
商
工
会
議
所
内
豊
6
6

　

・
1
2
3
0
）

・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
毎
年
9
月

が
年
度
始
め
と
な
り
、
8
月
末
ま

で
新
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
小
学
校
1
年
生
、
幼
稚

　

園
・
保
育
所
年
長
組
の
男
女

募
集
説
明
会
7
月
1
5
日
2
、
8

　

月
1
9
日
2
ど
ち
ら
も
有
終
会
館

　

で
午
後
7
時
3
0
分
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
明

　

石
宣
夫
さ
ん
（
新
庄
1
7
－
9
－

　

1
容
6
6
・
3
9
0
8
）



歩み振り返り発展誓う

市シルバー10周年

　

市シルバー人材センターは5Lニ129日、有終会館で設立

10周年記念式典を開きました。式典では川田理事長が

「今後も高齢者の生きがいと地域参加を日指し、地域社

会にー層浸透するよう努めたい」とあいさつ。出席した

約350人の会員らは、県内有数の規模に成長したセン

ターの歩みを振0返り、なお一回の発展を誓っていまし

た。 復活した中野清水
イトヨ30匹放流

　

地元の［中野清水を守る会］が中心になり美化に努め

てきた中野清水で5月14日、開成中学校の生徒がイトヨ

を放流しました。イトヨは生徒たちが校内の池でふ化に

成功した約30匹。会員や地元の人たち、誓念寺中野保育

園の園児らが見守る中、透き通った清水に放流されたT

トヨは、すいすいと元気に泳いでいました。

ご
褒
美
は
き
れ
い
な
夜
景

飯
降
山
た
い
ま
つ
登
山

　

6
月
6
日
、
飯
降
山
で
た
い
ま
つ
登

由
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
市
役

所
前
に
集
〈
「
し
た
参
加
者
は
約
8
0
人
。

注
意
や
説
明
を
受
け
た
後
、
山
頂
を
目

指
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
薄
暗
く
な
っ

た
’
」
ろ
に
山
頂
へ
到
着
。
も
や
が
か
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、
少
し
下
り
る
と
市

街
地
の
き
れ
い
な
夜
景
が
広
が
り
ま
し

た
。
参
加
者
は
た
い
ま
つ
明
か
り
の
な

か
、
夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

ド
由
し
ま
し
た
。

環境にやさしいまちづくり
低公害車購入し呼び掛け

　

淑では環境保全に対する意識を高めようと、電気とガ

ソリンで走るハイブリッドカーを購入、5月27日に納入

されました。従来の車に比べ燃費と二酸化炭素の排出量

が約2分の1になります。ドアには「環境にやさしいま

ちおおの」と書かれ、環境保全を呼び掛けています。こ

の低公害車は職員の出張や各事業の際に使用されます。

社会参加と自立を目指して

県視力障害者福祉大会

　

6月7［］、有終会館で第66回県視力障害者福祉大会が

開催されました。県内の視力障害者ら約450入が参加

し「仲間の団結を図り、進んで社会に参加し活動しよう」

などの決議が行われました。大会後のアトラクションで

は大野市民吹奏楽団による演奏があり、参加者はリラッ

クスした雰囲気の中、交流を深めていました。

尨詣回底酒j聊・｜ヒ応酬男広’軸｜広聴蕩魯66．・・・｜・｜・｜



箱詰拓也酒

海外協力経験生かしたい

野村さん南米の帰国報告

　

南米のパラグアイへ占年海外協力隊として、2年間赴

任していた野村陽j1さんバ篠座）が、5H19日、市長に

帰国報告をしました。赴任中は特殊教育学校で、現地の

教師とともに学校運営や授業に取り組みました。野村さ

んは「障害を持った人がごく瞥通に地域の人と暮らして

いたことが印象的でした。今後は経験を生かした仕事を

していきたいです」とにこやかでした。

市の将来展望を議論

大野ローターアクト20周年

　

人野ローターアクトクラブは5月31日、文化会館で設

立20周年記念式典を開きました。式典には県内外から約

160人が参加。記念事業としてパネルディスカッショ

ンが行われました。「新たなる旅立ち大野丸」をテーマ

に、人野の良さを探りながら県外からみた大野や市の将

来展望など、活発な論議が行われました。

W
A
に
な
つ
て
お
ど
ろ
う

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

す
べ
て
の
市
民
が
ふ
れ
あ
い
、
交
流

す
る
場
と
し
て
恒
例
の
福
祉
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
が
5
月
3
1
日
、
有
終
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
五
輪
の
閉
会
式

を
体
験
し
よ
う
と
「
W
A
に
な
っ
て
お

ど
ろ
う
」
の
曲
に
八
口
わ
せ
み
ん
な
で
踊

る
ダ
ン
ス
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、

屋
台
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
多

く
の
市
民
と
障
害
を
持
つ
人
た
ち
が
一

緒
に
楽
し
い
。
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

新顔の″レング″です、よろしく

赤ちゃんポニーが仲間入り

　

六M師の円山公園にあるミニ動物園で、ポニーの赤ち

ゃんが5月19「1に生まれました。ポニーの赤ちゃんが生

まれたのは2年ぶ0です。この赤ちゃんは母親似の雌で、

薄茶のUこ白が混じっています。名前ぱレング”ちゃ

ん。ほかのポニーと‥一緒にさくの中を駆け回ったり、母

親にけえたりして愛きょうを振りまき、訪れる人の人気

を集めています。 地域の親睦や研修に

田野にふれあい会館完成

　

5月24日、出野区にふれあい会館が完成し落成式が行

われました。この会館は木造平屋建て約272平方に、

総事業費は約4，500万円です。集会室や会議室、談

話室のほか、図書室、調理室を備えており、集会や研修。

各催しなどに活用できます。今後、むらづくり推進の拠

点施設として、地域の親睦や研修などに利用されます。

身ヂ，な訴願をお知｜らせください。



お
知
ら
せ

7月

●
汽
車
と
バ
ス
に
乗
つ
で

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
を

目
的
と
し
て
「
越
美
北
線
と
乗
合

バ
ス
に
乗
る
運
動
を
進
め
る
会
」

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
7
月
2
6
日
⑥
午
前
9
時
3
0

　

分
J
R
越
前
大
野
駅
集
合
・
午

　

後
5
時
4
1
分
解
散

会
場
美
山
町
リ
ズ
ム
の
森

内
容
昆
虫
教
室
（
子
ど
も
に
カ

　

ブ
ト
ム
シ
を
進
呈
）
・
ゲ
ー
ム

　

大
会
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

対
象
市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
の
こ
と
）

参
加
費
交
通
費
と
し
て
、
大
人

　

1
6
4
0
円
・
小
人
8
2
0
円

申
込
期
間
7
月
1
日
⑥
～
1
5
日

　

④
（
先
着
8
0
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
2
）

●
乳
幼
児
医
療
の
手
続
き

　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
医
療
費

が
助
成
さ
れ
ま
す
。
所
得
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
手
続
き
は
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

★
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
除
く
）

　

・
健
康
保
険
証

　

・
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

　
　

（
郵
便
局
以
外
の
も
の
）

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
4
7
7
）

●
み
ん
な
で
楽
し
く

　
　

お
菓
子
作
り
講
座

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

洋
菓
子
作
り
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
お
菓
子

を
作
り
ま
し
よ
う
。

日
時
8
月
1
0
日
⑥
・
2
4
日
⑥
午

　

後
7
時
～
9
時

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
砂
子
み
ど
り
さ
ん

受
講
料
1
6
0
0
円
（
2
回
分
）

定
員
先
着
2
0
人

準
備
物
エ
プ
ロ
ン
、
ボ
ー
ル
、

　

泡
立
て
器
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ

申
し
込
み
方
法
受
講
料
を
添
え

　

て
直
接
申
込
先
へ
（
電
話
で
の

　

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
行
方
不
明
者
を
捜
す

　
　
　
　

相
談
所
を
開
設

　

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
行
方
が
分

か
ら
な
く
な
っ
た
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
警
察
で
は
8
月
中
「
行
方
不

明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
所
で
は
皆
さ
ん
の
期

待
に
こ
た
え
る
た
め
、
全
国
の
資

料
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
8
月
1
日
①
～
3
0
日
⑥

開
設
場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

（
a
0
7
7
9
・
2
2
・
2
8
8

　

0
内
線
2
3
6
7
）
ま
た
は
県

　

内
各
警
察
署
刑
事
生
活
安
全
課

　

（
大
野
警
察
署
酋
6
6
・
3
9
0

　

0
内
線
2
6
6
）

●
粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　

特
別
受
け
付
け

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
目
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
7
月
2
6
日
⑥
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時
3
0
分

対
象
物
自
転
車
、
家
電
製
品
、

　

家
具
な
ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や

　

せ
る
粗
大
ご
み
は
縦
8
0
ヅ
、
横

　

8
0
ヅ
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
酋
6
5
・

　

6
1
2
0
）

火災件数増加中
～つけた火はちゃんと消すまであなたの火～

　

今年に入り大野地区消防署管内での火災

件数は、5月末現在で9件で例年の同時期

よりも増加しています。

　

その中で建物火災は5件発生し、うち2

件で尊い命が失われています。どちらの場

合も煙による一酸化炭素中毒が原因で「火

災は炎より煙が怖い」という最近の建物火

災での特徴が現れています。

　

火災の煙には危険性の高い有毒ガスが含

まれているため、吸い込むと体が動かなく

なったり呼吸が困難になるなど致命的なダ

メージを受けます。また、視界が悪くなり

避難口を見失うことで、状況はますます悪

化してきます。

　

火の元には十分注意すると共に、万が一

のため子どもやお年寄りは避難しやすい所

で寝るようにしましょう。

交通
安全

　
　

ニ
″

‘
L
’
J
ボ
イ
y
k

ミ
ニ
バ
ン
を安
全
に
走
ら
せ
る

　

た
く
さ
ん
の
人
が
乗
れ
、
多

く
の
荷
物
が
積
め
る
。
家
族
や

友
だ
ち
同
士
で
行
動
す
る
の
に

便
利
な
ミ
ニ
バ
ン
型
の
乗
用
車

が
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
ン
は
背
が
高
い
の
で
、

運
転
者
の
目
の
位
置
も
高
く
な

り
、
見
通
し
が
良
く
運
転
の
先

読
み
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
背
が
高
く
な
っ
た
分

運
転
席
か
ら
の
死
角
も
増
え
て

い
ま
す
。
小
さ
い
子
が
車
の
す

ぐ
そ
ば
に
い
て
も
死
角
に
隠
れ

て
し
ま
い
、
全
く
見
え
な
い
と

い
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。
運
転

す
る
と
き
に
は
、
車
の
周
り
を

よ
く
確
認
し
て
か
ら
乗
車
、
発

進
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
短
い
割

に
、
車
の
先
端
が
分
か
り
に
く

い
特
徴
も
あ
り
ま
す
。
壁
な
ど

を
利
用
し
て
実
際
の
距
離
を
確

か
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ミ
ニ
バ
ン
は
車
内
が
広
く
、

中
で
動
き
回
っ
た
り
、
シ
ー
ト

の
ア
レ
ン
ジ
が
自
在
に
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
走
行

中
で
も
車
内
を
移
動
で
き
る
の

で
、
う
っ
か
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
忘
れ
る
危
険
も
高
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
何
人
乗
っ

て
い
よ
う
と
、
全
員
が
き
ち
ん

と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
乗

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

●
歩
道
除
雪
地
区
に

　

除
雪
機
の
購
入
補
助

　

県
と
市
で
は
冬
期
の
積
雪
期
間

歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
通

学
路
な
ど
の
歩
道
除
雪
を
目
的
と

し
て
、
住
民
自
治
組
織
な
ど
推
進

地
区
が
購
人
す
る
小
型
除
雪
駆
な

ど
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
地
域
の
歩
道
除
雪
活
動
に

　

取
り
組
む
町
内
会
な
ど
の
熱
意

　

が
あ
る
地
区

補
助
対
象
機
械
小
型
除
雪
車

　

（
8
～
1
5
馬
力
）
お
よ
び
ア
タ

　

ッ
チ
メ
ン
ト
（
ト
ラ
ク
タ
ー
に

　

装
着
の
バ
ケ
ッ
ト
な
ど
）

補
助
率
県
3
分
の
I
、
市
3
分

　

の
1
（
地
区
負
担
3
分
の
I
）

申
込
締
切
日
7
川
2
4
口
血

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
維
持
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
り
I
4
1
）

●
行
政
相
談
は
お
気
軽
に

　

地
域
住
民
の
行
政
相
談
に
応
じ

る
た
め
に
次
の
人
が
行
政
相
談
員

に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
田
と
み
子
本
町
3
－
1

　
　
　
　

（
豊
6
6
・
3
2
6
1
）

　

三
宅
嵩
天
神
町
7
1
4

　
　
　
　

（
豊
6
5
・
0
5
8
4
）

　

行
政
相
談
員
は
、
自
治
体
や
公

団
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ

い
て
住
民
か
ら
苫
情
や
要
望
・
意

見
を
聞
く
と
、
行
政
監
察
事
務
所

と
協
力
し
て
そ
の
解
決
に
当
た
り

ま
す
。
行
政
相
談
を
受
け
た
い
人

は
、
左
記
ま
で
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

相
談
日
毎
月
第
一
・
三
木
曜
日

　

午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で

場
所
有
終
会
館

●
老
齢
基
礎
年
金
の

　
　

「
繰
上
げ
請
求
」
は
慎
重
に

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
は
原
則

と
し
て
6
5
歳
か
ら
で
す
が
、
希
望

す
れ
ば
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で
の
間

に
受
給
で
き
る
「
繰
上
げ
請
求
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

「
繰
上
げ
請
求
」
に
は
次
の
よ

う
な
制
約
が
伴
い
ま
す
の
で
、
請

求
は
慎
重
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
年
金
額
が
請
求
時
の
年
齢
に

　

よ
っ
て
一
定
の
割
合
で
減
額
さ

　

れ
ま
す
。

　

○
支
給
割
合
（
6
5
歳
を
1
0

　
　

0
％
と
し
て
）
6
4
歳
8
9
％

　
　

6
3
歳
8
0
％
6
2
歳
7
2
％

　
　

6
1
歳
6
5
％
6
0
歳
5
8
％

2
受
給
の
対
象
月
は
、
請
求
し

　

た
月
の
翌
月
か
ら
と
な
り
さ
か

　

の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

3
現
在
受
給
し
て
い
る
老
齢
基

　

礎
年
金
以
外
の
年
金
は
支
給
停

　

止
と
な
り
ま
す
。

4
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
老

　

齢
基
礎
年
金
の
支
給
は
停
止
さ

　

れ
ま
す
。

5
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金

　

の
対
象
者
に
な
っ
て
も
、
こ
れ

　

ら
の
受
給
は
で
き
ま
せ
ん
。

6
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
遺
族

　

厚
生
（
共
済
）
年
金
の
受
給
資
格

　

者
に
な
っ
た
場
合
、
6
5
歳
ま
で

　

は
ど
ち
ら
か
一
方
の
年
金
を
受

　

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

●
お
と
り
指
導
員
派
遣
と

　
　
　
　

誘
導
員
を
募
集

　

お
お
の
お
ど
り
の
練
習
を
行
う

グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
指
導
員
の
派

遣
や
お
ど
り
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
六
間
通
り
会
場
で
の
お

ど
り
の
誘
導
員
も
募
集
し
ま
す
。

★
指
導
員
の
派
遣

派
遣
期
間
7
月
1
5
日
⑥
～
8
月

　

8
日
①

派
遣
先
職
場
・
団
体
・
町
内
会

　

な
ど
の
練
習
会
場

★
誘
導
員
の
募
集

誘
導
の
内
容
う
ち
わ
の
配
布
と

　

踊
り
の
誘
導

誘
導
実
施
日
時
8
月
1
5
日
①
・

　

1
6
日
計
い
ず
れ
も
午
後
7
時
3
0

　

分
～
9
時
3
0
分
（
1
日
だ
け
で

　

も
可
能
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
商
1
1
会
議
所
内
お
お
の
城
ま

　

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
a

　

6
6
・
1
2
3
0
）

●
金
森
長
近
の
都
市
計
画

　
　
　
　
　

講
演
会
開
催

日
時
7
月
H
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
～

場
所
市
図
書
館

講
師
福
井
大
学
玉
置
伸
悟
教
授

演
題
長
近
の
縄
張
り
（
都
市
計

　

画
）

問
い
合
わ
せ
先
大
野
古
文
書
会

　

坂
田
玉
子
さ
ん
（
容
6
6
・
3
1

　

1
4
）

消費者カレッジ公開講座受講生募集

　

消費者として基本的な知識を得るため、生活に密着した

問題をテーマに消費者カレッジ公開講座を開催します。受

講料は無料です。

日時 テーマ

7月27目⑩ ごみの減量化について

8月24日面 インターネットとは

9月28目⑥ 福祉サービスについて

10月26口弁 生活設計と家計簿

11月30日面 お魚を上手に食べよう（調理）

12月2出典 税金の基礎知識

1月25日㈲ ストップ・ザ・悪徳商法

時間午後2時～4時場所有終会館

募集人数先着30人締め切り7月2山（大〉

申し込み・問い合わせ先

　

市役所生活環境課（公66・1111内線463）

シャットアウト食中毒

　

サルモネラにご用心！

　

昨年、食中毒患者で一番多かったのは、食

肉・卵などを原因食品とするサルモネラ菌に

よるものです。食中毒は、簡単なことをきち

んと守れば予防できます。

　

食中毒予防の三原則「清潔、迅速、加熱・

冷却」を守りましょう。

　　　

＜サルモネラ食中毒予防対策＞

○食肉や卵の長期保存は避けましょう。

○ペットに触れた後は、手をよく洗いましょ

　

う。

○まな板・包丁・ふきんなどはよく洗い、熱

　

湯や漂白剤で殺菌しましょう。

○食肉や卵は、十分に加熱しましょう。

○調理後は早めに食べましょう。

　　　　　

～食品衛生週間フェア～

　

8月3日面七間通りでパレード、有終会館

でイベントを開催します。

　　

奥越保健所大野保健部・大野保健協会
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思
い
出
が
残
る
山
の
ア
ル
バ
ム

小
渾
隆
一
さ
ん
（
新
庄
）

　

新
庄
の
小
渾
隆
一
さ
ん
（
六
ト
七
歳
）
の

宝
は
、
山
を
通
し
て
出
会
っ
た
人
だ
ち
と
の

思
い
出
が
残
る
ア
ル
バ
ム
で
す
。

　

小
渾
さ
ん
は
、
昭
和
一
一
十
九
年
に
大
野
親

岳
会
が
設
立
さ
れ
た
時
か
ら
の
会
員
で
、
自

宅
に
は
い
ろ
い
ろ
な
登
山
用
具
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
し
た
。
登
山
靴
、
ア
イ
ゼ
ン
、
ピ
ッ
ケ

ル
な
ど
ど
れ
も
丁
寧
に
使
い
込
ま
れ
、
そ
れ

そ
れ
が
宝
に
な
る
も
の
ば
か
り
。

　
　

「
特
に
ピ
ッ
ケ
ル
は
、
親
岳
会
設
立
に
尽

力
さ
れ
た
故
滝
波
錬
二
郎
先
輩
か
ら
譲
り
受

け
た
も
の
で
、
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
の
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
登
山
用
具
も
思
い
出
が

あ
り
大
切
な
も
の
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
私

に
と
っ
て
の
宝
は
、
山
を
通
し
て
始
ま
っ
た

い
ろ
い
ろ
な
人
だ
ち
と
の
交
流
で
す
ね
」
と

小
渾
さ
ん
は
、
ア
ル
バ
ム
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
「
山
に
登
り
は
じ
め
た
こ
ろ
、
滝
波

先
輩
や
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
人
だ
ち
か
ら
登

山
ル
ー
ト
図
の
書
き
方
や
写
真
の
撮
り
方
、

天
気
図
の
書
き
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
に
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
1
0
回

国
民
体
育
大
会
に
参
加
し
た
時
は
、
埼
玉
県

と
秋
田
県
の
メ
ン
バ
ー
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で

行
動
し
、
そ
の
後
も
交
流
が
続
き
ま
し
た
。

日
本
百
名
山
で
有
名
な
深
田
久
弥
さ
ん
が
荒

島
岳
に
登
っ
た
と
き
に
は
、
ガ
イ
ド
を
し
な

が
ら
一
緒
に
登
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
物
学

で
有
名
な
京
都
大
学
の
今
西
教
授
ら
に
銀
杏

峰
を
案
内
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
山
を
通
し
て
の
出
会
い
は
良
い
思
い
出

で
あ
り
、
今
で
も
連
絡
を
取
り
八
口
っ
て
い
る

人
も
多
く
い
ま
す
よ
」
と
小
渾
さ
ん
は
、
楽

し
そ
う
に
ほ
ほ
笑
み
ま
し
た
。

市民のうごき

6月1日現在 前月比

世帯数 口，624獣帯 8世帯

人目 41，027人 △21入

内訳
男 19，657人 △18人

女 21．370人 △3人

5月中の異動
転入 43人 出生 27人

転出 66人 死亡 25人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成10年

5月末

平成9年

5月末
比較

総件数 214件 260件 △46件

人
身

事
故

件数 74件 68件 6件

死者 O人 2入 △2人

傷者 95人 95人 O人

物損事故 140件 192件 △52件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
も
右
近
次
郎
「
と
ね
き

沢
公
園
」
の
花
シ
ョ
ウ
ブ
が
き

れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。
こ
の
花

シ
ョ
ウ
ブ
は
、
地
元
春
日
野
地

区
の
グ
ル
ー
プ
「
ゆ
う
ゆ
う
会
」

が
世
話
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
二
年
か
ら
続
い
て
い
る
熱

心
な
活
動
に
は
頭
が
下
が
り
ま

す
。
心
休
ま
る
ひ
と
と
き
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

七
月
二
日
は
半
夏
生
。
毎
年

サ
バ
の
丸
焼
き
を
「
は
げ
っ
し

よ
サ
バ
」
と
し
て
食
べ
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
こ
の
風
習

は
、
夏
バ
テ
防
止
と
し
て
奨
励

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
暑
い

時
期
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う

や
っ
て
乗
り
切
り
ま
す
か
。
体

を
動
か
し
て
汗
を
か
く
こ
と
も

一
つ
の
方
法
で
す
ね
。
（
Y
）

／？R見i号・

　

去
る
五
月
十
五
日
、

真
名
川
の
君
ヶ
代
橋
下

で
稚
ア
ユ
約
四
百
ノ
が

放
流
さ
れ
た
。
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
の
水
槽
か
ら

取
り
出
さ
れ
た
長
い
ホ

I
ス
を
通
っ
て
、
銀
り
ん
を
輝
か
せ
な
が
ら
飛

び
出
し
た
ア
ユ
は
、
み
る
み
る
う
ち
に
流
れ
に

乗
っ
て
泳
ぎ
だ
し
た
。
福
井
に
あ
る
内
水
面
セ

ン
タ
ー
か
ら
細
心
の
気
配
り
を
し
な
が
ら
、
ア

ユ
を
運
ん
で
き
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
道
が
渋
滞

し
て
い
て
困
っ
た
。
酸
素
を
供
給
し
た
り
水
温

を
気
遣
っ
た
り
苦
労
し
た
」
と
流
れ
る
汗
を
拭

い
て
お
ら
れ
た
▼
元
気
な
稚
ア
ユ
の
群
は
、
自

分
の
縄
張
り
を
求
め
て
散
り
散
り
に
泳
ぎ
出

す
。
群
れ
を
作
ら
ず
、
一
匹
が
約
一
平
方
‐
の

縄
張
り
を
確
保
す
る
と
、
早
瀬
の
石
に
付
着
し

た
藻
や
コ
ケ
を
食
べ
な
が
ら
、
ぐ
ん
ぐ
ん
大
き

く
育
っ
て
い
く
▼
ほ
か
の
ア
ユ
が
自
分
の
す
み

か
に
侵
入
し
て
く
る
と
、
猛
烈
に
威
嚇
す
る
習

性
を
利
用
し
て
、
太
公
望
た
ち
は
、
友
釣
り
の

妙
技
を
楽
し
む
。
「
魚
釣
り
は
ア
ユ
に
始
ま
っ

て
ア
ユ
に
終
わ
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
奥
が

深
い
し
、
釣
り
を
し
な
い
女
性
に
と
っ
て
も
身

近
な
魚
で
あ
る
▼
塩
焼
き
よ
し
、
田
楽
よ
し
、

頭
か
ら
し
っ
ぽ
ま
で
丸
ご
と
食
べ
ら
れ
て
栄
等

価
も
高
く
、
ま
さ
に
夏
の
食
卓
の
王
様
で
あ
る

が
、
わ
ず
か
一
年
と
い
う
短
い
生
涯
で
も
あ
る

▼
こ
ん
な
に
も
貴
重
な
川
魚
の
す
む
清
流
が
最

近
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
浸
透
す
る
生
活
排
水

や
産
業
排
水
で
汚
染
が
始
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ

以
上
河
川
を
汚
し
た
ら
、
川
藻
の
生
育
が
危
ぶ

ま
れ
る
。
ア
ユ
が
す
め
る
清
流
を
守
っ
て
い
く

手
だ
て
を
漁
協
の
人
も
消
費
者
も
共
に
考
え
る

時
期
が
目
前
に
あ
る
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
・
‐
・
‐
1
1
）
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